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金
木
１
大
束
ヶ
丘
間
の
約
二
千
八
百
濁
一
妬
部
落
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
匠

の
叩
緬
道
路
は
、
予
算
約
一
言
瓦
十
万
道
路
を
利
用
す
る
町
民
も
こ
れ
沈

円
で
改
良
す
る
こ
と
に
な
り
・
芦
野
卵
．
成
す
れ
ば
見
啼
ら
し
の
よ
い
高
長
根

金
木
Ｉ
大
火
ヶ
丘
間
の
約
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念
願
か
な
い
泥
道
改
良

三
拝
言
和

簔
師

《
一
戸
』
戸
一
ゆ
り

識
》

繍
蜂
蕊
魂
塞
郵
蕊
秋
襄
吟

埠
毒
霊
一
室
米

琴
犀

。
↑
一
口
、
○
Ｊ

’
。
一
一
■
、
露
、
・

ざ
ヂ
ー
合
一
》

琴
一
画
、
》

曇
｝
回

Ｌ

Ｉ
ｌ 号

琴
禮
観
光
上
プ
ラ
ス
の
高
長
根

‐一一,‐、′'し'､←勾‘も,/T､ノしLﾉ生崔ぞ『氷§、がlb0キロあたり農家手

取り平均12,177円にきまりましたか、その経過につ（､て次に述
べてみましょう、

回
回
こ
の
え 食
管
会
計
の
赤
字
ふ

え
る

一
言
ゞ
・
・
・
ぜ
．
・
・
言
・
・
・
・
ぜ
・
・
・
『
言
・
・
・
曇
．
・
醤
●
二
零
．
・
・
一
華
．
．
．
二
雪
．
●
二
器
雷
：
き
，
●
・
・
四
・
・
雀
，
・
二
壱
・
．
・
雪
蘭
・
・
・
呈
導
．
・
・
翁
書
．
・
・
言
．
↑
ど
｝
零
．
。
‐
房
二
二
｜
、
、
、
羽
》
・
・
受
ず
．
．
．
』
》
．
．
．
二
言
．
．
．
－
弾
弘
二
尋
：
．
』
面
．
．
？
：

に
よ
か
っ
た
米
価
で
す
が
ゞ
一
方
で
食
っ
て
お
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
年
は
農
家
は
業
者
か
ら
安
く
貢
い
た
た
ｈ
だ
ろ
う
と
囎
旬
意
見
力
多
く
な
っ
て

管
会
計
の
赤
字
と
い
う
問
題
か
表
面
化
と
こ
ろ
で
赤
字
を
少
な
く
す
る
に
は
ど
か
れ
不
作
の
年
は
消
蜜
者
は
高
い
米
き
ま
し
た
。
政
府
筋
で
も
本
年
十
一
月

し
て
き
ま
し
た
。
政
府
は
農
家
の
収
入
、
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
政
府
の
寅
を
童
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
か
起
な
し
し
来
年
一
月
以
降
の
値
上
げ
は
避

を
上
げ
る
た
め
に
で
き
る
だ
け
高
く
買
い
上
げ
数
垂
を
制
限
す
る
の
も
一
方
法
こ
る
と
い
う
心
配
か
ら
で
す
。
い
ま
の
け
ら
れ
な
い
と
み
て
い
ま
す
。
こ
と
し

い
、
雨
民
の
家
計
を
守
る
た
め
に
で
き
で
す
。
最
近
は
配
給
米
を
受
け
る
遇
統
制
に
は
ろ
・
↓
つ
な
む
じ
ゆ
ん
が
あ
に
は
い
っ
て
物
価
の
値
上
か
り
か
目
立

る
だ
け
安
く
配
給
す
る
方
針
を
つ
づ
け
が
減
り
、
全
国
平
均
で
一
カ
月
に
一
干
り
ま
す
が
、
国
民
の
主
食
だ
け
に
統
制
っ
て
い
る
お
り
か
ら
、
こ
の
う
え
米
代

て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
赤
字
を
受
日
分
以
下
で
す
。
政
府
蛙
一
千
日
配
給
の
手
直
し
は
慎
重
な
態
度
で
検
討
し
な
が
上
か
る
と
物
価
値
上
げ
に
拍
車
を
か

け
持
っ
て
い
る
の
が
食
管
会
計
で
す
。
の
つ
も
り
で
お
米
莚
買
い
集
め
て
い
，
ま
け
れ
ば
な
ら
ず
、
政
府
の
買
い
上
げ
制
け
な
い
か
と
心
配
で
す
。
い
ず
れ
配
給

昨
年
は
こ
の
赤
字
が
六
百
六
十
憾
円
で
す
か
ら
、
十
日
分
以
上
の
お
米
が
政
府
限
も
一
朝
一
夕
に
は
実
行
で
き
ま
せ
ん
傾
段
を
上
げ
る
か
ど
う
か
は
十
月
の
米

価
審
議
会
で
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
が

一
、
一
二
四
円
五
○
銭
高
い
繩
籠
篶
壜
薑
“

そ
れ
は
こ
と
し
の
生
産
者
米
価
が
上
が

避
け
ら
れ
な
い
？
配
給
米
値
上
げ
々
た
の
は
認
市
の
労
震
が
大
綱
に
上
が

が
つ
た
こ
と
と
、
農
業
資
材
の
値
上
が

し
た
。
当
時
米
価
需
識
会
の
人
た
ち
は
倉
庫
に
あ
ょ
っ
て
困
っ
て
い
る
く
ら
い
配
給
米
の
値
上
が
り
り
が
最
大
の
原
因
で
す
。
農
家
に
し
て

溌
鴻
源
率
潔
諦
嬬
那
準
謡
隈
司
難
嘘
捧
瀦
鍜
産
必
須
み
れ
ば
米
づ
く
り
に
そ
れ
存
の
費
用

る
』
と
い
い
ま
し
た
．
そ
れ
が
本
年
は
ま
で
政
府
に
売
り
．
残
り
は
畠
に
業
詫
織
鶏
鮭
繩
鯛
雷
繩
蝦
蝕
潔
繩
唾
繼
瀦
雛

生
産
者
米
価
の
大
幅
値
上
げ
で
一
挙
に
者
に
売
る
こ
と
に
す
れ
ば
・
・
・
と
い
う
意
に
．
一
欲
十
円
慣
上
げ
す
れ
ば
食
蕎
会
計
業
資
材
を
上
げ
た
の
は
〃
池
田
信
埴
政

赤
字
一
千
二
言
億
円
に
達
す
る
見
込
み
見
が
昨
年
か
ら
で
て
い
ま
す
。
河
野
展
の
赤
字
は
六
百
億
円
助
か
る
計
算
に
な
策
〃
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て

で
玄
〃
七
百
徳
円
限
度
杉
ど
こ
ろ
で
相
が
い
い
出
し
た
の
で
〃
河
野
構
想
〃
り
ま
す
。
現
在
ひ
と
り
・
’
一
カ
月
に
配
生
じ
た
食
管
会
計
の
赤
字
を
消
費
者
価

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
政
府
も
と
い
わ
れ
る
の
が
こ
の
方
法
で
す
。
も
給
米
を
寧
句
丑
は
平
均
六
欲
だ
か
ら
一
格
に
し
わ
寄
せ
さ
れ
て
は
か
な
わ
な
い

『
社
会
保
障
饗
と
考
え
れ
ば
多
少
の
赤
ち
ろ
ん
農
協
団
体
は
猛
烈
に
反
対
し
ま
力
月
に
六
十
円
の
負
銅
堀
は
消
費
者
家
と
い
う
の
が
国
民
全
体
の
気
痔
ち
で
し

金
木
町
奇
少
年
問
題
協
繊
会
で
は
・
去

る
七
月
九
日
午
前
十
時
よ
り
役
場
会
醸

室
に
お
い
て
〃
夏
の
子
供
を
守
る
運

動
杉
に
つ
て
協
蔵
会
を
卵
・
た
。

眼
が
代
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

い
ま
ま
で
の
道
路
鯛
よ
り
グ
ッ
ト
せ
ま

い
四
勝
で
あ
る
が
』
砂
利
を
十
五
霧
の

夏
の
子
供
を
守
ろ
う

青
少
年
問
題
協
議
会
で
話
し
合
う

一一

’

て
の
反
省
を
泥
す
な
ど
有
趣
銭
な
会
懸

だ
っ
た

協
識
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

・
水
難
事
故
の
防
止

プ
ー
ル
の
問
題
は
処
挺
促
進
委
国
会

（
今
長
七
氏
塞
西
武
男
氏
安
田

百
合
が
氏
米
谷
基
九
郎
氏
中
村

芙
稗
男
氏
）
に
一
任
遅
く
と
も
来

年
の
夏
に
は
プ
ー
ル
開
き
の
巡
び
と

な
る
よ
司
・
に
念
今
年
は
せ
め
て
危

険
区
域
に
赤
城
を
立
て
て
、
注
意
を

換
起
し
、
パ
小
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る

。
交
通
享
奴
の
防
止

各
学
校
の
校
庭
に
交
通
安
全
専
用
の

広
報
板
を
立
て
て
Ｐ
Ｒ
す
る
。
学
校

で
は
朝
礼
の
時
、
交
通
安
全
宣
雪
を

や
っ
て
ほ
し
い
と
石
田
善
察
署
長
よ

り
提
案
が
あ
っ
た
。

・
夏
季
休
哩
の
善
用

学
校
か
ら
解
放
さ
れ
る
折
角
の
休
暇

で
の
る
か
ら
‐
伸
び
伸
び
と
遊
ぱ
せ

厚
さ
に
敷
き
‐
坂
道
を
少
な
く
し
排
水

瀞
を
完
鮒
す
る
こ
と
に
な
る
。

工
砺
の
完
成
は
八
月
下
旬
の
γ
だ
、
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た
◇
批
、
生
徒
を
野
放
し
に
し
な
か

た
め
、
あ
る
程
度
の
学
習
は
計
画
的

に
さ
せ
な
け
れ
ば
、
け
な
・
・

ま
た
キ
ャ
ン
プ
等
は
先
生
か
つ
い

て
行
く
場
合
は
許
可
す
畠
．
な
お
休

み
中
先
生
饅
は
各
学
区
を
側
り
歩
く

・
非
行
防
止
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】
雪
｛
】
声
印
印
加
叩
再
ロ
』
】
面
吋
叩
酌
如
二
一
画
『
叩
叩
叩
唖
唾
一
一
』
一
ｍ
ｍ
”
叩
画
】
車
亘
壷
叩
師
醒
二
画
】
毎
亘
函
胆
や
”
』
再
『
『
壺
北
、
函
屯
ロ
』
酌
一
ｍ
皿
岫
、
』
画
・
戸
『

画
《
一
一
面
叩
叩
咀
唖
一
一
一
』
距
晒
、
、
】
一
重
一
一
や
晒
叩
叩
二
一
』
一
ｍ
叩
い
ぬ
一
｝
一
一
一
『
肥
叩
』
一
一
二
一

う
の
が
国
民
全
葎
の
気
持
ち
で
し

痴
中
の
交
通
赦
室

「
度
手
運
転
は
ア
プ
ナ
イ
ヨ
坊
や
』

な
ん
て
っ
た
ら
笑
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
金
木
署
Ｊ
、
嘉
瀬
中
学
校
に
は

る
ば
る
？
出
銭
し
て
「
交
通
教
室
』

を
開
設
し
た
と
き
の
一
コ
マ
．
片
手

運
転
で
は
な
く
曲
り
角
を
ま
が
る
練

習
中
で
す
。

●
喝
０
１
１
１
０
９
０
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
■
己
■
ｌ
０
Ｉ
ｂ
ｌ
ｌ
ｔ
Ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
・
‘
Ｉ イ

タ
コ
毛
オ
ガ
も
ア
ツ
ア
ツ

中
央
に
半
袖
の
下
輪
一
枚
で
ジ
ユ

ズ
莚
沙
け
た
手
は
膝
の
上
の
イ
タ
コ

そ
の
隣
り
に
は
十
年
前
死
ん
だ
オ
ド

チ
ャ
と
声
の
面
会
莚
し
て
眼
乞
は
ら

し
て
る
オ
ガ
チ
ャ
。
だ
イ
ハ
タ
で

み
て
、
・
る
人
は
め
ま
り
気
分
か
で
な

い
ら
し
い
、
二
十
四
日
表
の
川
原
ア

ツ
ア
ン
の
風
疑
。

一
一
一
叩
廻
唖
唖
一
一
一
一
』
叩
七
ｍ
心
一
』
・
再
叩
叩
咽
や
一
一
一
凸
”
叩
叩
叩
】
一
一
・
面
叩
叩
叩
”
』
一
一
一
砺
叩
叩
“
】

児
竃
委
員
（
民
生
委
員
が
雑
ね
て
．
“
・

る
）
に
も
っ
と
活
動
し
て
も
ら
・

地
域
の
問
題
と
し
て
み
ん
な
か
親

身
に
な
っ
て
考
え
る
必
喪
が
あ
る
。

役
員
は
次
の
と
お
り
心

◇
会
長
三
上
武
男
（
町
廷
）
◇
刷
会
長

高
嚥
四
郎
（
教
育
量
）
◇
理
事
伊
藤
久

雄
（
金
小
校
垂
）
今
憂
七
（
全
中
校

長
）
毎
山
得
悉
（
金
高
校
奨
）
松
本
千

万
次
郎
（
蒋
中
校
巷
轤
森
早
苗
倉

一
、
穂
が
出
て
傾
い
て
く
る
ま
で
は
五

１
六
諺
の
深
水
と
し
、
そ
の
後
は
三
寒

位
と
す
る
。

二
、
豪
雨
の
た
め
冠
水
す
る
よ
う
な
時

は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
葉
先
や
穂
先

だ
け
で
も
水
か
ら
出
る
よ
う
に
す
る
。

雨
が
少
な
く
乾
い
た
風
が
強
く
吹
く
場

合
は
、
穂
や
葉
の
乾
燥
を
少
な
く
す
る

め
で
き
る
だ
け
深
水
に
す
る
。

三
、
ひ
え
を
な
く
す
る
に
は
、
ひ
え
の

穂
が
で
る
前
か
、
穂
が
で
て
か
ら
一
週

間
以
内
に
よ
く
抜
く
こ
と
で
す
。

病
虫
害

一
、
く
ぴ
い
も
ち
病

出
穂
面
前
と
出
穂
揃
曾
同
水
銀
粉
剤

を
散
布
す
る
。
近
年
桔
撰
岬
も
ち
の
発

生
が
多
く
み
ら
れ
る
祇
出
穂
揃
に
散

１
１
１
１

へ
八
月
ｖ

水
稲

１
１
１
１
１
１
■
■
■
ロ
ｒ
Ｉ
、
マ
マ
血
●
Ｖ
▲
守
ｖ
人
》
ｒ
▲
●
７
Ａ
●
▽
‐
▲
、
、
４
口
■
■
８
０
日
‐
‐
ｌ
ｉ
‐

蕊
言

子罰
ど一曽
も人目
ただ副
ちち冒

協溌
遅中屋
もプ用
"ラ曽
i,､●富

がパ鮒
、ン畠

も畷
■

ⅡⅡ8:8:Ⅶ11虚．

』
凸
一
一
』 子

ど
も
た
歩
一
個
励
握
も
障
り
か
も

の
お
ぼ
え
も
す
ば
ら
し
い
。
数
年
来

の
金
繭
が
か
な
っ
て
昨
年
は
じ
め

て
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
つ
く
っ
た
金
木

中
学
校
鯉
そ
れ
だ
。
こ
の
写
真
は
、

今
月
上
旬
腕
前
ご
拙
厩
の
町
内
行
進

の
さ
い
、
役
場
を
訪
れ
せ
が
ま
れ

て
の
二
’
三
曲
。

布
し
な
い
と
こ
ろ
に
被
害
が
目
立
っ
て

い
る
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
．
。

二
、
〃
い
ね
も
ん
が
れ
病

発
生
は
や
や
多
目
で
あ
る
か
ら
七
月
末

か
八
月
始
め
頃
、
ツ
ウ
ゼ
ッ
ト
、
ア
ン

ジ
ン
Ｍ
、
モ
ン
メ
ラ
ン
剤
を
散
布
す
る

薬
害
が
出
や
す
い
の
で
重
複
に
二
回
以

上
散
布
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

り
ん
ご

一
、
八
月
は
非
常
に
多
く
の
饗
水
分
を

必
要
と
す
る
の
で
草
生
の
刈
り
取
り

敵
き
わ
ら
を
実
施
す
る
こ
と
が
効
果
的

で
あ
る
動

二
、
主
な
る
害
虫
は
ハ
マ
キ
虫
、
コ
ナ

カ
イ
ガ
ラ
、
ハ
リ
ト
ー
シ
、
ア
カ
ダ
ニ

な
ど
で
あ
る
か
ら
防
除
を
す
る
。

』
咋
踞
呂
二
』
据
咽
肥
】
二
二
ｍ
ｍ
叩
的
一
一
一
】
即
地
叩
晒
服
Ｐ
二
一
配
即
如
弛
冨
》
白
面
叩
”
叩
Ⅷ

小
校
艮
）
米
塚
俊
正
（
鋸
小
校
長
）
飯

塚
貞
雄
（
砺
中
校
長
）
田
村
雄
三
（
蒔

田
小
棟
畏
）
薦
西
武
男
（
川
ふ
校
畏
）

安
田
旦
合
子
（
社
協
会
昼
）
西
村
啓
次

郎
（
民
協
総
務
）
中
村
垂
稗
男
（
防
犯

協
会
長
）
石
田
画
久
美
（
警
察
署
長
）

米
谷
基
九
郎
（
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
垂
）
今

与
八
郎
（
交
通
安
全
協
会
畳
）
練
方
兼

雄
（
連
合
長
年
、
長
）
秋
元
正
衛
（
町

識
会
議
長
）
◇
陸
砺
鳴
海
鰹
吉
（
子
供

会
長
）
大
橘
忠
雄
（
商
工
会
長
）

一
、
畜
舎
の
通
風
革
よ
く
し
て
日
射
病

熱
射
病
に
か
け
な
い
こ
と
。

二
腐
敗
飼
料
は
下
痢
の
原
因
に
な
る

か
ら
注
意
す
る
僑

三
、
豚
コ
レ
ラ
豚
丹
寒
な
ど
が
発
生

す
る
の
で
十
分
気
を
つ
け
る
こ
と
．

畜
産

豚
丹
寒
な
ど
が
発
生
一
唖

Ｆ

を
つ
け
る
こ
と
．
一
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一－

斜
・
今
訟
言
諦
。
蝿
三
Ｆ
一
発
三
駅
口
か
酋
二
諾
言
罰
一
月
評
尋
一
宇
行
即
ｇ
邪
淫
ｇ
訳
匂
鄙
羽
一
々
伊
罰
雪
亮
畔
酌
距
冒
ぷ
ふ
調
翠
圃
”
駅
閲
刀
醗
蝕
祁
宕
尼
ぴ
ふ
醜
悪
”
謬
刷
噸

吋
町
内
の
各
小
学
校
は
、
こ
の
二
十
六
日
か
ら
楽
し
い
夏
休
み
に
は
い
り
》

耐
ま
し
迄
海
や
川
で
泳
い
だ
り
、
山
へ
の
ぼ
っ
た
り
し
て
、
か
ら
だ
を
き
”画

》
た
え
る
こ
と
は
と
て
も
よ
い
こ
と
で
す
。
ま
た
野
原
へ
い
っ
て
、
め
す
ら
鯉

）
し
い
鐘
や
虫
を
観
察
す
る
の
も
お
も
し
ろ
い
で
し
ょ
う
。
勉
強
や
宿
題
は
蝿、

綴
朝
の
す
ず
し
い
つ
ち
に
や
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
だ
が
、
あ
そ
ぶ
と
き
蝿

》
鵬
榑
息
扮
篇
霞
べ
唇
て
惑
い
あ
そ
び
や
あ
ぶ
な
い
ぁ
“
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Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
Ｎ
》
‐
‐
Ｊ
い
‐
／
と
ノ
ブ
く
て
ｊ
Ｈ
４
ノ
ー
Ｖ
プ
レ
仏
帖
７
台
。
弓
売
γ
Ｌ
『
ｌ
‐
宅
一
軒
Ｍ
主
昨
碓

鋤
全
国
で
十
四
歳
以
下
の
お
友
だ
ち
が
四
千
百
七
土
〈
人
が
水
に
お
ぼ
れ
て

帥
な
く
な
り
ま
し
た
。
ひ
と
り
で
い
く
の
は
い
け
ま
せ
ん
。
お
友
だ
ち
と
い

岬
く
と
き
で
も
、
だ
れ
か
お
と
な
の
人
に
つ
い
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

叩
。

岬
ゆ
だ
ん
を
す
る
と
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

叩
ｑ

慨
こ
の
夏
休
み
は
、
楽
し
く
す
ご
し
て
元
気
な
明
る
い
顔
で
、
二
学
期
を

挿
田

解
む
か
え
る
よ
Ｚ
ト
レ
聿
守
し
よ
う
ｎ

ｐ
Ｐ
・
’
弗
言
三
．
．
●
飴
君
早
時
．
”
罷
喜
一
再
●
早
竪
毎
喬
二
四
呂
蕗
『
二
．
畠
言
ｆ
郡
窪
一
肩
。
“
髄
一
月
か
。
函
謹
言
行
・
・
雀
星
印
●
・
茜
罵
３
善
屠
駄
遥
雰
邑
為
冒
〃

。､:U卯I； Mj 『

Ｉ
あ
な
た
の
農
業
経
営
は

幻
鎭
藻
駐
騎
凉
し
い
う
ち
に
、皿画

夏 休みは健康で楽し
そ
れ
で
よ
い
か

△
人
間
は
身
体
の
調
子
が
悪
け
れ
ば
、
病
気
で
な
い
だ
ろ

う
か
と
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
す
。

△
農
業
経
営
も
、
一
生
懸
命
働
い
て
も
生
活
が
楽
に
な
ら

な
い
と
き
は
、
ど
こ
か
病
気
（
欠
陥
）
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
、
と
診
断
を
受
け
る
べ
き
で
す
。

△
縫
樂
経
営
診
断
希
望
の
方
は
、
艇
業
改
良
普
及
所
か
農

業
委
員
会
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

診
断
料
は
無
料
で
す
（
た
だ
し
用
紙
鮒

悪
い
あ
そ
び
は
や
め
ま
し
ょ
う

い
ち
ば
ん
気
を
つ
け
た
い
の
は
水
あ
そ
び
で
す
。
昨
年
は

○今年

者（

○概算

纏家の

今年

下さ

名 休み期問１
１

｜

’
’校

町内各小学校

金木中学校

嘉瀬中学校

喜良市中学校

7月26日～8月19日

日
日
日

９
９
５

１
１
１

月
月
月

８
８
８

－
－
－

日
日
日

０
０
６

３
３
２

月
月
月

７
７
７

１
１

９

金木町屡業委員会
’

金木町農業委員会
恥■●■Bfp■ﾛｰαﾛ■qhロﾛ


